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　目的　前n" にf ?i

素揚rr. 瓜ぼT影f £レらべに。

　）ま　恣遠距離26 ≫m の禾加無大豆油<x Iいヽ、莉報 同俵､:調製レに32 mm おi ぴ“40mm I? 1

質刄豆油t 用い（S･ 26, S･32, S･佃）、トウフt no･o、3 今関。衰揚･ﾀﾞ':レfc （SCF･26,

SCF･32, SCF・40 ）。表面付I 油畢およい･吸油量に峡gﾖの石油エーテ、し浸漬法t･、チフス冷

々- はテクス-f･ユa /■-ターて≒それぞれ瓦量、計刺しr;. 顕鏡試料は凍緑切片I スプン

黒.Bで采色レ、卯臼Yルにお･ﾌﾟゐs已ri試料V調製レr:、t能テストは評i､斌にJ: ■>に。

　結呆　26 区は32 および･佃<r> 両£ i ')、ｌぺ■ ての観察で･明らu^
，.i^
p< 1 ・軽ぐが‘伺われに･

以下に、32 お4: び40 のiSj区に-7 ､ヽX 検討1 々乙、表､gH付^ 油帚･l 32 区?･ヽ4≪己Jr ') 肩免ヽ、;低

<.（び卵/)ヽ吸徊-t ，J32 E で･‘昶区iい＼ £、こ高ゆヽつに（卜幻/)。f ワス吟ヤーの刄絢

r- i ろ々ヽr;？ば32 1 ぐ和£ よ') ^ 尤べit]く（p<O.Ol )、i r:.　32 e. 川i ヵヽ、.-kしうさが‘認

められr-。尤顕硯寮^･’、＆層部、3 32 IH.ぐ4D £よ') -;≪痢の付.4 ，いｹなく､、中､ヽご部ij 32 匹r恥

区i ') 粗り梱B 休止を矛、し、SEM像rヽらI同猿。根拠が観察?れに。6 Sdテスト。信頼£

間n、1ヽr: ? ，こお、ヽで両色間.;肩鳶ゑ5. 認めr;。

　J-v(上、%､±油のフライに及ばt 患ヽ励響i 明らヵヽにい　i r. 、32 mh油々ヽり4C mm 油ヘヒ1 t

/I が注＆r- つれて、そ。影響、Z方､ｊく、橋が'I <n 軽ダに尺ヴゐこt μ･ti?sめられμ。

　I) 昭和持年晨日本象政学奮八州支部尺会令旨私　f.2∂りり幻

A 19 シり一トニノゲにJC ゐバタークV ーAの物理的性冪と一外振との関係

東享､家政刄家政　oよ屋京､｝　越智知｝

　目的　瀕鳥り|ﾕ、、; れまマ≒バタ一おi ぴマー｀ｿyを用い了、ﾉ＼1 ーウソ"ムの勿球

的性質し紋り似し尺デコレーションの外観についマのぢ能根査の評卿との関係について

研気急行なってさ八．今回は、同様の圀惨1、ショ一トユンケt.試料どして検討し尺．

　方殲　試料として、呼販の尿庭用ショートコーンクリ穆t. 比較の穴の、葺襲用( リー

ヤノ一八用)ショ-トニング2穆色用い八．穫科・戌｀形の逼芙を、5 、/0. /S. 2∂、25.

ダ、芦乙として、それぞれ. ク'ノーミソケ'性、か八で及ひ了F I £刺足レ成形性につい

で. 官能棟衰乞竹な･つ尺．
　邦果　ヤノーぶ／ｸ沸で参向値於碍･うれ心撹材着ﾉ釘工旧丿に、ツソ一ミンプ価|ﾕ/FO～

刃の範iir. ショートア－yグのm芦にj: 7て慕がわ乱　クトミング襖で豪匍値が傷られ

鳥バタークソ一八ど同温友におけi>ぶ戸lﾕ. 杓/0~nrあ、六. 成貯㈲ユ. とのV ョー

ドフンダでi. それぞれに盈し凡庸度で覆折･ 賎形｜れぽif]い評 1倚尺が. 蓉覆依存性

は. ンヨ-トユーyグの穆椴によってゑ公ある．戌形性の官能楸覆の郎尿、好よしい外観と

？れ/cバタークリーム､ば、クレー.ぶノグ価の最向砥-a,ふし瓦貳斜塔及ト､注い廬屋で儡られ

そのか尺万コ、バ｀ﾗ形ｦ,トT4 P..ﾉ.、屋形2.2～､は.リイあっ尺．

　成約性評価の目奢と.して、ンヨートコーンク■f)?戸I.バターグ'J ーAのか八で及びクリ

ーミVゲ価か有効であむこと旅明りかヽとな．尺．


